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第６回 横浜市建築物等における不良な生活環境の解消及び発生の防止に関する審議会会議録 

日  時 令和元年７月30日(火)９時30分～12時00分 

開催場所 関内中央ビル ５階特別議室 

出 席 者 岸恵美子委員、黒川哲志委員、佐藤麻子委員、田邊裕子委員、塚田順一委員 

横塚靖子委員 

欠席者 出石稔委員 

開催形態 非公開 

議  題 １ 個別案件の状況について 
２ 平成 30 年度の取組状況について        
３ その他  

（飛田課長） 

 

 

 

 

 

 

（田中局長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（福山局長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻になりましたので、「第６回横浜市建築物等における不良な生活環境の解

消及び発生の防止に関する審議会」を開催いたします。 

議事内容について議事録作成のため録音すること、議事録は後日個別事案部分を

除き、ホームページに掲載すること、以上を御了承いただきますようお願いいたし

ます。 

会議の開催にあたり、健康福祉局長、資源循環局長より御挨拶させていただきま

す。 

条例施行後3年間で毎年約100件把握、解消件数113件、解消後再発しない事例

もありますが、本日の事例のように再発する事例もあります。一方で、難しい

状況の中で地域の方々や行政機関、支援団体が諦めずに役割を持って関わり続

けていることで、これまで堆積が解消しなかった案件が解消につながったとい

う事例もあります。 

堆積物を片付けるだけではく、色々なアプローチの中で解消していくこと

で、全体の課題解決につながっていくと考えています。8050問題のように、幾

つかの制度で少しずつ関わりはあるものの、全体の支援が縦割りになってしま

うところをサポートしながら、どのように寄り添い、課題解決に結び付けてい

くかが課題だと感じていますし、引き続き力を合わせて取り組んでいきたいと

考えています。 

本日はぜひ皆さまからご意見をいただき、今後も解決に向けて取り組んでい

きたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。 

排出支援を担当している部署でございます。条例施行後約70件を超える排出

事例に携わってきました。 

一度排出した後も再度堆積してしまう事例もあります。本日の事例も、区役 

所・収集事務所と連携し、個別の事情に合わせた対応を考え取組みましたが、

再発してしまったという経過があります。 

約70件のそれぞれが事情も違うため、各区の収集事務所も区役所と連携しな 

がらきめ細かく取り組んでいます。その中でそれぞれ課題も見えてきましたし

新たな課題も見えてくるのではないかと考えています。今後も引き続き区役所

と連携しながら取り組んでいきたいと考えています。 

本日は忌憚のないご意見、アドバイスをいただきたいと思います。 
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（飛田課長） 

（事務局） 

 

（飛田課長） 

 

（岸副会長） 

 

 

 

 

 

 

（岸副会長） 

 

（岸副会長） 

では、定足数について事務局より報告します。 

 本会議の委員総数は７名です。本日は６名出席です。資料３の運営要綱第２条第

２項に基づき、本審議会が成立していることを報告します。 

 今回出石会長欠席により、会長の職務を岸副会長に代行いただきます。 

ここからは岸副会長に議事進行をお願いいたします。 

それでは、本日の議題に移ります。 

本日は、個別案件の状況報告等を予定しています。 

つきましては、「横浜市の保有する情報の公開に関する条例」第 31条の規定に 

より、本審議会を非公開とします。 

 

【議題１は非公開】 

 

議題２ 平成30年度の取組状況について 

（事務局説明） 

事務局からの説明に対し、質問はございますか。 

（質問なし） 

それでは以上を持って、本日の会議は閉会といたします。 

資 料 

・ 

特記事項 

１ 資料 

【資料１】 委員名簿・事務局名簿 

【資料２】 個別案件に関する状況について 

 【資料３】 平成 30年度「ごみ屋敷」対策の取組状況について 

 

２ 特記事項 

議題１（資料２）は個人情報を含むため非公開です。 

 


